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①図が表していることを読み取る。

・問屋が農民に「原料・道具の前貸し」をして、農民が「製品」をつくっている。

・農民が「製品」を問屋におさめ、問屋から農民に「賃金」が支払われている。

選ぶカードは、C

②指定語句を関連づけて、江戸時代の社会の様子を説明する。

農民は貨幣を手に入れるために、手工業製品の原料となる商品作物を栽培し売買した。

〔 〕にあてはまる内容は、

貨幣経済が広がり、商品作物が売買されたことと関係が深い

※正答は、下線付き赤字

次のように考えて解きます。

①資料Ⅰを読み取る。

Yの期間：大正末期から昭和初期

②指定語句をヒントに、資料Ⅳ、Ⅴが表しているできごとをつなげて説明する。

資料Ⅳ：五・一五事件の記事

資料Ⅴ：国家総動員法（第四条）

五・一五事件によって政党内閣による政治が終わり、軍部が台頭して国家総動員法な

どが制定され、戦時体制が強まっていった。

〔 〕にあてはまる内容は、政党内閣が終わり、軍部が台頭したことにより

※正答は、下線付き赤字

複数の資料から読み取ったことをもとに社会の変化を説明する問題

■近世における農村の変化
◎問屋制家内工業による生産活動の始まり
綿などの原料を買い集めた問屋が、 農民に織機などの道具を貸して布などを織らせ、製

品の出来高に応じて賃金を支払うという生産方法が広がる。

図から読み取ったことと指定語句を関連づけて社会の様子を説明する問題

次のように考えて解きます。

必要な知識や技能

「何が、どこから、どこへ」流れているのかを読み取り、図
が表していることを見つける。

◎商品作物栽培の広がり
商品作物：綿織物や菜種油などの原料と

なる綿花、菜種など、売買を
目的に栽培された作物。

☞図中「原料」と結びつく
農民の現金収入につながった。

必要な知識や技能

■五・一五事件（1932年5月15日）
政党政治に不満をいだく海軍の青年将校らが、犬養毅首

相らを襲撃した事件。

必要な知識や技能

犬養
首相
の写真

犬養
首相
の写真

◎農村への貨幣経済の広がり
貨幣経済：貨幣を用いて生産や消費など

の経済活動が行われること。
農業の発達にともなって、農具や肥料を

購入するために、農民にも貨幣（現金収
入）が必要になった。

必要な知識や技能

「貨幣経済」と「商品作物」に関する知識を使って、「貨幣経済」と「商品作物」の関係、
「問屋制家内工業による生産活動の始まり」との関係を考える。

■国家総動員法（193８年）
資源と国民を優先的に戦争に動員す

るために制定された法律。

必要な知識や技能

Yの期間がどのような時期だったか概要をつかむ。

五・一五事件、「政党内閣」、国家総動員法、「台頭」の４つの語句を使ってＹの期間
の社会の変化を説明する。

必要な知識や技能
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■政党政治のゆきづ
まり
政党内閣による政

治が行われたが、世
界恐慌に直面して経
済政策や外交政策を
めぐり軍部との対立
が続いた。

■大戦の時代
第二次世界大戦が

起こり、ヨーロッパ
や太平洋、アジアで
長く戦争が続き、総
力戦が行われた。
☞軍事費の増加

必要な知識や技能

（日本銀行貨幣博物館蔵）
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①略地図「オ」のブラジルについて資料Ⅲを読み取る。

資料Ⅲ

・工業製品の割合が減り、農産物の割合が増えた。

②指定語句をヒントに、資料Ⅳ、Ⅴ、Ⅵから読み取ったことを関連づけて説明する。

資料Ⅳ 資料Ⅴ 資料Ⅵ

・中国の大豆輸入量が増えた。 ・伐採されたところが拡大した ・耕地面積が増加した。

〔㋺〕にあてはまる内容は、

中国の大豆の輸入が増加し（大豆の需要が高まり） 、ブラジルが森林を伐採するなど

して耕地に変え、大豆の生産を増やし（中国などに輸出し）たことである。

＊（ ）内は、資料から推測されること。

※正答は、下線付き赤字

次のように考えて解きます。
①資料Ⅲ、Ⅳを読み取る。

・円の価値が高くなっている。・海外生産比率が高まる。

②指定語句と「円高」の関係を考える。

☞円高になると海外の土地などを購入

する費用を抑えることができる。

〔㋺〕にあてはまる内容は、

円の価値が高くなったことによって、生産にかかる費用を下げるために、海外生産比

率を高めた ※正答は、下線付き赤字

知識を活用して複数の資料から読み取ったことの関係を説明する問題複数の資料から読み取ったことを関連づけて考えられる理由を説明する問題

次のように考えて解きます。

■製造業の海外への工場移転
（例）海外で1万ドルの土地を購入する場合

1ドル＝200円…200万円をドルに交換
1ドル＝100円…100万円をドルに交換

＊1ドル100円のときの方が、少ない円で土
地代を支払える。

資料Ⅳ～Ⅵから読み取れることとブラジルの大豆の輸出額割合の増加との間に、どのよ
うなつながりがあると考えられるかを説明する。

円高になると製造業の企業にとって海外
での「生産にかかる費用」はどうなるか
考える。

■「産業の空洞化」
企業が工場などの生産拠点

を海外に移すことで、国内産
業が衰退すること。
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10＄
10＄10＄

1万円 10＄10＄10＄10＄
10＄

10＄
10＄10＄10＄
10＄

■為替相場と円高 ■円高が貿易に与える影響
為替相場:円と外国通貨の交換比率 （例）１万円の製品を日本から海外へ輸出
（例）１万円を何ドルと交換できるか する場合
1ドル＝200円 1ドル＝100円 1ドル＝200円 1ドル＝100円

＝ ＝

50ドル 100ドル 50ドル 100ドル
＊1ドルが100円のときの方が、200円の ＊１ドルが１００円のとき、外国では多く
ときより1万円を多くのドルと交換できる。 支払わなければ日本製品が買えない。

☞ドルに対して円の価値が上がる（円高）。 ☞円高のとき日本国内で生産して海外へ輸出し
ても売れにくい。

必要な知識や技能

必要な知識や技能

1995年と2015年を比べて大きく変化したことを読み取る。

¥10000
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①資料Ⅱ、Ⅳを読み取る。

資料Ⅱ 資料Ⅳ

・日本国憲法第14条「法の下の平等」

ⓐにあてはまる語句は、平等

・衆議院議員選挙に

対する違憲審査

平成26年の衆議院議員選挙は、日本国憲法の「法の下の平等」に反する状態だった。

②指定語句をヒントに、資料Ⅲが表していることを読み取る。

資料Ⅲ

・有権者数に2倍以上

の違いがある。

P選挙区はQ選挙区よりも一人の議員が当選するために２倍以上の得票が必要になり、

一票の価値に格差が生じている。

理由は、 ２つの小選挙区の有権者数の違いから、一票の格差が生じており、

日本国憲法に定められている法の下の平等に反する状態だったから

※正答は、下線付き赤字

次のように考えて解きます。

①「循環型社会の実現」と関連づけて資料Ⅰ、Ⅱを読み取る。

・プラスチックボトルの分解には長い時間がかかる。

・プラスチックボトルの需要が増加している。

〔A〕の内容は、自然界で分解されにくい

プラスチックボトルの需要が増加している

②資料Ⅲ、Ⅳ、Ⅴから読み取ったことから言えることを考える。

・日本は廃プラスチックを国外に輸出している。

・輸出先の国が廃プラスチックの輸入を規制する。

☞日本は廃プラスチックをアジアの国々に輸出

して処理することができなくなる。

〔B〕の内容は、輸入を規制するため、日本の廃プラスチックの処理が困難になる

③「循環型社会」に関する知識を活用して、資料Ⅰ～Ⅴから言えることを考える。

プラスチックボトルを自然界に廃棄したり、消費したりすることを最小限に抑え、廃プ

ラスチックを資源として再利用(リサイクル）する社会

〔Ｃ〕の内容は、廃棄や消費を抑制し、資源として再利用する ※正答は、下線付き赤字

複数の資料から読み取ったことから考えられることを説明する問題複数の資料から読み取れることを関連づけて理由を説明する問題

次のように考えて解きます。

■「一票の格差」の問題
一票の格差：有権者数の差が大きくなり、有権者一人一人が投じる

一票の効果（価値）に大小の差が生じること。有権者
が少ない選挙区ほど、一票の価値は大きくなる。

＊衆議院議員一人あたりの有権者数
＜P選挙区＞ ＜Q選挙区＞

…議員

…有権者数

必要な知識や技能

■循環型社会
廃棄されるものを最小限に抑え、

再利用を徹底し、環境への負荷をで
きる限りなくす社会のこと。

資料Ⅰ～Ⅴの現状を踏まえ、「環境への負荷を
できる限りなくす社会」の文を手がかりに循環型
社会について説明する。

「一票の格差」が「違憲状態」である理由を、「法の下の平等」と関連づけて説明する。

必要な知識や技能

環境に影響（負荷）を与える現状を読み取る。

「輸出相手国の多くが」をヒントに、どうなる「おそれ」があるか考えて説明する。

資料ⅡとⅣからわか
ることを説明する。


